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概 要 

米子高専から校内外に向けて公開されているウェブサイトの多くは、サイト管理者が FTP(File Transfer 
Protocol)を用いて、ファイルをウェブサーバへアップロードすることで更新しており、スキルを持った特定のサ

イト管理者にのみ、大きな負担がかかる。そこで、PHP(Hypertext Preprocessor)を用いた動的なウェブページ

を導入し、ウェブページ作成に関する知識を持たない関係者でも簡便に情報を更新できるサイトの構築を行い、

サイト管理者の負担軽減を図った。本稿では、校外向けの「図書館情報センター」および「一般科目」、「サッカー

部」サイトへ導入した動的ページについて報告する。また、教職員向け「校内ホームページ」には、CMS(Contents 
Management System)「XOOPS」を導入し、会議室予約などの既存サービスとの統合とサイト管理作業の効率

化、および経費の削減を行った。 
 
１. はじめに 

1995年のMicrosoft社製Windows95発売以来、イン

ターネットは民間にも広く普及し、日本国内の企業、官

公庁、高等教育機関などでも、ホームページを作成して

情報を外部へ提供するようになった 1)。米子工業高等専

門学校（以下、米子高専）でも、1997年に校外向けの「米

子高専ホームページ」が作成され、各学科、各施設等の

ホームページが設置された。 
筆者は 2001 年 3 月に本校「学生寮」のサイト 2) を、

同年4月に本校広報誌「彦名通信」のサイト 3) を全面リ

ニューアルした。また、2002年3月には本校サッカー部

のサイト 4) を新規に作成した。これらは、その大部分が、

HTML (Hyper-Text Markup Language)のみで記され、

HTMLファイルのソース文を更新しない限り、閲覧者に

は常に同じ内容が表示される“静的”なものである。内容

を更新する際は、主にサイトの管理者が HTML ファイ

ルを作成し、FTP(File Transfer Protocol)を用いて、フ

ァイルをウェブサーバへアップロードすることで更新し

ている。そのため、最新情報を常に掲載するためには、

サイト管理者自身が正確かつ迅速に情報を収集し、更新

しなくてはならず、その負担は大きい。 
一 方 、 perl （ Practical Extraction and Report 

language）をはじめとした各種スクリプト言語などを用

いると、閲覧者の要求に対して、蓄積されたデータから 

必要なものを引き出し、常に最新の情報が掲載された“動
的”なウェブページが作成、表示される。従来も本校「学

生寮」サイトの近況情報など、極一部分には、このよう

な動的ページを用いたが、今回、「一般科目 4)」、「サッ

カー部 5)」、および「図書館情報センター 6)」サイトにお

いて、サイト全体にPHP(Hypertext Preprocessor) 7) を

用いて、動的なウェブサイトの構築を行った。動的ペー

ジの導入により、更新作業を簡素化し、ウェブページ作

成に関する知識を持たない方でも簡単に更新ができるよ

うにした。複数の関係者教職員によって、随時サイトを

更新することで、サイト管理者の負担を軽減し、かつ更

新頻度が向上することが期待できる。 
PHPは、ウェブページ作成用に開発された言語で、比

較的習得が容易である。HTML文の中に直接命令文を書

き込むことができる点において、perl よりも HTML と

の親和性も高い。図１に、PHP ファイルの例を示す。

PHP 文は“<?php”と“?>”で挟んで記述することで区別さ

れるため、perlのようにprint命令などを用いなくても、

HTML文はそのまま記述するだけで表示される。ちなみ

にこの例文では、PHPファイル自身がホームディレクト

リから、何階層下のディレクトリに存在するかを調べ、

ホームディレクトリにあるヘッダ、フッタ用の外部ファ

イルへを取り込む作業を行っている。 
また、MySQL 等のデータベースサーバとの連携も容

易であり、蓄積データの取り扱いが簡便である点、CGI
を利用するよりもサーバへの負荷が小さい点なども

PHPを利用する上で大きな利点となる。 



 
さらに、校内でのみ閲覧可能な教職員向け「校内ホー

ムページ 8)」には、PHP で記述された CMS(Contents 
Management System)「XOOPS 9) 」を導入し、従来他

のサーバに分散していた、LotusNotesによる校内施設予

約システム、電子会議室等を校内ホームページ内に統合

した。 
 
２．動作環境と構築環境 
利用したウェブサーバは本校図書館情報センターの

「校外向けウェブサーバ」と、校内のみで閲覧可能な「校

内向けウェブサーバ」の２台である。いずれのサーバに

もSUN社製Cobalt RaQ4を用いた。サーバにおいて利

用したソフトウェアは、Apache 1.3.20、PHP 4.1.2、
MySQL 3.23.29である。 
 PHP、HTMLソースの記述は、Microsft社製Windows 
XP SP2 上でフリーソフトのテキストエディタ「サクラ

エディタ 1.4.7.0」を用いた。「図書館情報センター」サ

イトのメニューボタン作成には Macromedia 社製

Fireworks MX 2004（Windows版）を用いた。作成し

たページは、Microsft 社製 Windows XP sp2 にて

Microsft 社製 InternetExplorer6.0 および Mozila 社製

Firefox1.0.6を用いて動作確認した。 
 
３．サイト構築の事例 
3－1．「一般科目」サイトの構築 

2004年8月に、従来、トップページの他には教員氏名

とカリキュラムの３ページしかなかった一般科目のサイ

ト 4) を更新した（図２）。トップページには“お知らせ”
と“更新情報”の最新情報を掲示した。これらの情報は、

一般科目教員に配布した ID とパスワードにより、管理

画面にログインすることで、一般科目の全教員が投稿・

更新可能とした（図３）。 
図３の入力画面において、“お知らせ”の情報が１、２

行に収まらない場合には「お知らせの詳細」欄に記入す

図３ “お知らせ”入力画面 

図４．“お知らせ”概要と詳細情報へのリンク 図２ 一般科目サイトのトップページ 

<?php           //ファイルの階層を調べるPHP文
$basenum = 2; 
$path = $REQUEST_URI; 
if ($path == ""){$path = $_SERVER[REQUEST_URI];} 
$path_flag = substr_count($path, "/");  
if ($path_flag > $basenum){ 

 $updir = ""; 
 for ($i = 1; $i <= $path_flag-$basenum; $i++) { 
  $updir .= "../"; 
 }  

} else { $updir = "./"; } 
?> 
<HTML><HEAD> 
<TITLE>米子高専 一般科目</TITLE> 
</HEAD><BODY> 
<?php include($updir . "header.inc"); ?> //ヘッダの表示 
<h1>タイトル</h1> 
本文 
<?php include($updir . "footer.inc"); ?>   //フッタの表示 
</BODY><HTML> 
図１．HTMLと混在するPHP命令文 

全ページの本文の前後に、同じPHP文を記すことで、
共通のヘッダ、フッタを利用できる。全ページに対するヘ
ッダ等の更新も簡単に行える。 



ることで、詳細を記述したページが新規に作成され、概

要の後に詳細ページへのリンクが表示される仕様とした。

また、「添付ファイル」欄にファイル名を記すことで、

pdfファイル、docファイルなどをサーバへアップロード

し、「お知らせの概要」の後に添付ファイルへのリンクが

作成される仕様とした（図４）。 
教員紹介のページで利用するデータは、各教員が図５

のフォームを利用して入力することで作成、随時更新で

きるシステムとした。従来の静的システムの場合、

HTMLを知るサイト管理者等がHTMLファイルを全て

作成し、アップロードする必要があったが、ここでは、

ウェブページ作成の知識がなくとも記入可能であるので、

各教員に記入していただくこととした。フォームへの記

入内容は即時にウェブサイトへ反映されるため、サイト

管理者の負担軽減が実現できた。 
しかし、フォームへ記入するという形式は、型にはま

った内容しか掲載できないという欠点をもつ。自己紹介

以外の内容も掲載したいという要望もあったため、フ

ォームに「自由記入欄」を設け、各教員が作成したHTML
ファイルへのリンクなどを記入することで、このフォー

ムに収まらない多様な内容をもつページへのリンクを表

示できるよう工夫した。 
各教員が自由に作成したHTMLファイルは、FTPに

よりアップロードすることとなるが、現在、FTPサーバ

の利用者 ID は各教員に割り振られておらず、一般科目

全体で１つのユーザ ID を共用している。そのため、通

常の FTP クライアントソフトでは他教員のファイルや

一般科目サイトのトップページなど全てのファイルが操

作可能となってしまう。そこで、フリーのPHP版FTP
クライアント「net2ftp 10) 」を利用した。これはウェブ

サーバ内に設置し、ブラウザ上でファイル操作が行える

FTP クライアントである。net2ftp の PHP ソースには

以下の改造を施した。 
 

・FTP の利用者 ID ではなく、各教員の ID でログイン

し、自身専用ディレクトリ“~/teacher/各教員専用のデ

ィレクトリ/”のみ操作可能な仕様とした。 
・校外の端末や一般科目教員以外の端末から net2ftp を

利用できないよう制限を加えた。 
 
ソース改造の詳細はセキュリティ確保のため、本稿にお

いては、非掲載とする。 
また、サイト内で表示されるメールアドレスについて

は、スパム防止の目的でエンティティ化 11) したものを記

載した。エンティティ化には、フリーソフト「エンティ

ティ作成Ver. 2.0 12)」を用いた。エンティティ化により、

自動的なアドレス収集を回避する効果が期待できるが、

万全ではない。ウェブサイトへのメールアドレス表示に

は、今後、工夫が必要であろう。 
 
3－2．「サッカー部」サイトのリニューアル 

2005年3月に米子高専サッカー部のサイト5) を、PHP
を用いたものに一部リニューアルした。最新情報をトッ

プページに表示する“お知らせ”欄の情報入力には、一般

科目サイトと同じフォームによる入力を利用した PHP
を導入した。 
このサイトで最も頻繁に更新するのは、試合結果の掲

載ページである。従来、部員には HTML の書き換えに

慣れた学生が少ないため、顧問教員が毎試合ごとに
図５ 各教員情報の入力画面 



 ファイルを書き換え、FTP によってアップロードして

いた。そこで、教員の負担を軽減するため、試合結果デー

タをフォームで入力し、PHPにより処理するシステムを

構築し、学生部員に入力作業をしてもらうこととした。

入力データは試合の日時、出場選手、対戦相手、スコア、

得点者・アシスト者名、警告・退場者名、備考とした（図

６）。部員名簿データ（氏名、学籍番号、学年）は年度当

初にあらかじめ入力しておき、試合結果入力時にチェッ

クボックスを利用することで簡便に試合出場選手名等を

入力できるようにした。なお、2005 年 4 月 1 日からの

個人情報保護法の施行に伴い、これらデータの公開につ

いては、本人と保護者から、署名、捺印入りの承諾書を

いただいた。データは、試合結果に関わるもののみ公開

し、名簿一覧の表示については、外部非公開としている。 
データ入力画面へのアクセスは校内の特定の端末から

のみ許可し、IDは入力担当学生にのみ与えた。また、入

力があると、入力内容が顧問教員に e-mail で知らされ、

内容確認できる仕様とした。 
 サーバ上の部員名簿は、教員・学生部員で共用するこ

とで、学生係へ提出する部員名簿や対外試合参加者名簿

も作成できるようにし、ウェブサイトへの掲示作業だけ

でなく、事務書類の作成に関する負担の軽減も図った。 
 サッカー部をはじめとした、本校の各クラブ活動のサ

イトの多くは、FTPユーザ IDを取得しておらず、米子

高専企画室が管理する“~/club/”ディレクトリの下層に設

けられた“各クラブ専用ディレクトリ”を利用している。

更新時には、ファイルを企画室へ送り、担当事務員が

FTPにてアップロードしなくてはいけないため、更新頻

度は現在、非常に低い。「サッカー部」サイトではフォー

ムによる PHP を利用することで簡便に更新が可能とな

ったが、さらに、「一般科目」サイトで用いたPHPによ

る FTP クライアント「net2ftp」の改造版を用いること

で、FTPユーザ IDを持たない各クラブが、“~/club/各ク

ラブ専用ディレクトリ/”についてのみFTP可能とするシ

ステムを構築可能となる。今後、これらを他クラブ等の

サイトで活用していただくことで、情報発信の活性化が

期待できる。 
 
3－3．「図書館情報センター」サイトの構築 

2005 年 4 月に本校図書館情報センター 6) のウェブサ

イトを全面リニューアルした（図７）。全てのページを

PHP 化し、メニューボタン、ヘッダ、フッタ、CSS を

記したファイルを、各ページで共用し、全ページのデザ

インに統一感を持たせた。 
PHPを最も活用した部分は、一般科目サイトでも用い

た最新情報を掲示するための“お知らせ”システム（図

７上段）と新たに作成した“開館カレンダー”システム

（図７左中段）である。“お知らせ”と“開館カレンダー”

の更新は ID とパスによってアクセス制限された管理画

面から行う仕様とした。“お知らせ”システムは「一般科

目」サイトと同様のものであるので詳細は割愛する。 

 図７．図書館情報センターサイトのトップページ 

図６ 試合結果の表示 



 

 

“開館カレンダー”の新規作成・更新画面を図８に示し

た。開館時間の種別を各日ごとにセレクタで選ぶ形式と

なっている。土日については、開館時間の種別が初期設

定済みであるため、臨時休館や臨時で開館時間を短縮す

る日の予定のみ変更すれば良いようになっている。 
開館カレンダーは、従来、Microsoft Excelで作成した

カレンダーを HTML 形式で保存し、そのファイルをア

ップロードしていたため、毎年、カレンダーを作り直す

のに、相当の時間を要し、非効率であった。このスクリ

プトを用いることで作業時間の短時間化が可能となる。

今後は、このカレンダーを pdf 化し、プリントアウト可

能なものとする PHP スクリプトを作成し、印刷物用の

開館カレンダーの作成作業の負担軽減も図る予定である。  
また、「図書館情報センター」サイトには、掲載内容が

多数あるため、メニューを整理して、提示する必要があ

る。そのためマウスポインタを上に置くとサブメニュー

が表示される“ナビゲート・メニュー”を導入した（図

９）。ナビゲート・メニューは Javascript によって動作

しており、この作成には Macromedia 社製 Fireworks 
MX 2004を利用した。Fireworks MX2004で作成され

たJavascrips文には本サイトで利用しやすいよう、テキ

ストエディタで改造を加えたため、サブメニューを変更

するには、図 10 で示された“~/navi/navi.js”ファイル

内のリンク先タイトルと URL をテキストエディタで書

き換える必要がある。 
その他、旧「図書館情報センター」サイトからの変更

点は以下の通りである。 
 

・校外からのアクセスが制限されたページに、校外から

アクセスしようとすると、「校外からのアクセスは制限

されています。」とメッセージが出るようにした。 
・図書館利用案内を学生・教職員向けと学外者向けに分

けて記載した。 
・図書館の写真入り施設紹介を新設した。 
・情報関連施設の利用案内と施設案内を新設した。 
・平成17年4月から米子高専が新規契約した電子ジャー

ナルScience Directなどへのリンクを作成した。 
・蔵書検索、雑誌検索、電子ジャーナルなどの利用方法

のページをリニューアルもしくは、新規作成した。 
・学生図書委員会のページを新規に作成した。 
・「米子工業高等専門学校研究報告」（ISSN 0287-7899、
以下、「米子高専研究報告」と記す。）の平成 16 年版

の全文を掲載した。（平成 15 年版については、NII 論
文情報ナビゲータCiNii 13) にて全文公開。） 

・「米子高専研究報告」平成10年度版以降の目次を掲載

<script language="JavaScript"> 
<!— 

//---中略--- 
function mmLoadMenus() { 

//---中略--- 
  window.mm_menu_0321204725_3_2 = new Menu("KANON*",
162,24,"MS UI Gothic, Osaka",12,"#000000","#ffcc00","#cccccc",
"#333333","left","middle",6,2,1000,-5,16,true,true,true,2,true,true); 
   mm_menu_0321204725_3_2.addMenuItem("KANON*", 
"window.open('http://library.nagaokaut.ac.jp/', '_blank');"); 
   mm_menu_0321204725_3_2.addMenuItem("利用説明*",  
"location='<?php echo $updir; ?>kensaku/kanon.php'"); 
   mm_menu_0321204725_3_2.bgImageUp= 
"<?php echo $updir; ?>navi/image/mmmenu1_162x24_up.gif"; 
   mm_menu_0321204725_3_2.bgImageOver= 
"<?php echo $updir; ?>navi/image/mmmenu1_162x24_over.gif"; 
   mm_menu_0321204725_3_2.hideOnMouseOut=true; 
   mm_menu_0321204725_3_2.bgColor='#003399'; 

//---中略--- 
mm_menu_0321204725_3.addMenuItem(mm_menu_032120472
5_3_2,"window.open('http://library.nagaokaut.ac.jp/', '_blank');"); 

//---中略--- 
} // mmLoadMenus() 
//--> 
</script> 
 
図10．ナビゲート・メニューのソースnavi.js 

図９で表示されたサブメニューに対応するタイトル部分が

下線部     、URLが下線部      。 

図９．ナビゲート・メニュー 

 
図８．開館カレンダー更新画面 



した。（昭和 49 年版以降については、NII 論文情報ナ

ビゲータCiNiiにて目次一覧を公開。） 
・「米子高専研究報告」の原稿様式の例をword形式で作

成し、執筆者が原稿執筆時のテンプレートとして利用

可能なように、アップロードした。 
・リンク集を整理した。特に書籍貸借の相互利用が可能

な、鳥取県立図書館と米子市立図書館へのリンクをト

ップページに大きく設けた。 
 
サイト内の記事を更新する際は、図11に示したように、

PHPファイルをテキストエディタで開き、前後にあるヘ

ッダ、フッタ部分は変更せず、本文およびタイトル部分

のみ変更する仕様となっている。そのため、現在、更新

作業には HTML に関する知識がある程度必要となる。

将来的には、更新作業の負担分散のための、フォーム入

力を活用した簡便な更新システムの導入、デザイン変更

とデータ更新の効率化のために、デザイン・テンプレー

トファイルとデータファイルを分離して取り扱うことが

できる Smarty14) の導入を行うなど、改善の余地が残さ

れている。 
 

 
3－4. 校内ホームページへのXOOPS導入 
3－4－1．XOOPS導入とその目的 
米子高専には、図書館情報センターが提供する校内ネ

ットワークからのみ閲覧可能な教職員向け「校内ホーム

ページ 8)」があり、ポータルサイトとして利用されてき

た。また、別サーバでグループウェアLotus Notes も稼

働させ、施設予約、会議室、行動予定表などに利用され

てきた。2005年4月、これらを校内ホームページ内に統

合して運用するために、XOOPS（ズープス）2.0.9.2 日

本語版を導入した。 
XOOPS は PHP で記述された無料のコミュニティサ

イト構築用ソフトであり、全世界で広く利用されている。

世界中のユーザが作成したモジュールが無料で配布され

ており、これを組み合わせることで、電子会議室、ニュー

ス掲示板、施設予約などの新たな機能を追加できる。ま

た、利用者が独自に新しいモジュールを作成して、機能

を拡張することもでき、非常に自由度が高い。また、

Smarty14) が導入されており、デザイン、レイアウトの

変更も簡便である。 
XOOPSの導入には、以下の目的がある。 

 
① 有償（年間約40万円）のLotus Notesから、無償の

XOOPSへの置き換えるによる経費削減。 
② より高い操作性、機能性のグループウェアを導入する

こと。 
③ 校内ホームページとの統合による、グループウェアの

利用頻度の向上。 
④ ログイン方式にすることで、カジュアルに記事内容を

閲覧できないようにすること。 
 
②については、例えば、従来のLotus Notesにおける

施設予約システムには、月曜日の9時～10時を“毎週”

予約する、といった繰り返し予約の機能がなく、不便で

あったことが挙げられる。繰り返し予約機能を導入する

には、有償のアプリケーションを追加購入するか、本校

スタッフがソースを書き換える必要があった。しかし、

Lotus Notesで用いられている言語はLotus Notes独自

の汎用性の低いもので、多くの時間を割いて言語を学習

し改造することは叶わなかった。一方、XOOPS は習得

しやすい PHP を利用しているため、ソースの改造が容

易である。無料で配布されているモジュールをダウン

ロードし、ソースを改造することで、Lotus Notes では

実現できなかった繰り返し予約機能をもった施設予約シ

ステムを容易に導入することができた。また PHP は汎

用性が高く、習得した技術は他のホームページ構築の際

にも利用可能であるため、管理スタッフにとっても有益

である。 
 さらに、XOOPS におけるデータは MySQL15) で管理

されているため、多人数のユーザ登録もMySQLのコマ

ンドラインを利用することで、短時間で行うことができ

る。Lotus Notesでは、GUIを用いてユーザのデータを

一人ずつ登録していたので、管理者の負担は大幅に軽減

されたと言える。 
④については、従来の校内ホームページには、校内で

利用している端末の「IPアドレスの登録と変更」画面や

「教職員全員宛メールの書庫」など、極秘情報ではない

が部外者による閲覧はあまり好ましくないものが含まれ

<!---前略---> 
<html><head> 
<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=euc-jp"> 
<title>米子高専 図書館情報センター 文化セミナー </title> 
<?php include $updir."header_sub.php"; ?> 
<!---*** 本文をここから記してください。 ***---> 
 
<h1>米子高専 文化セミナー</h1> 
<b class="big">米子高専 図書館情報センター 主催 </b> 
<h4>第１回 5月28日（土） 午後２時～</h4> 
<h2>「宇宙を見るさまざまな目」</h2> 
～宇宙線，Ｘ線，γ線，ニュートリノ～ 一般科目（物理）越智信彰 
<!---中略---> 
<!---*** 本文はここまでです。 ***---> 
<?php include $updir."footer_sub.php"; ?> 
 
図 11．「文化セミナー」ページのソースファイル

“~/bunka/index.php”の内容 

ここに本文を

記入する。



ていた。これらには、アクセス制限がかかっておらず、

校内ネットワーク内ならば、誰でも閲覧可能であったの

で、校内ホームページをログイン方式とすることで、簡

単に閲覧できないようにした。 
また、本校の教職員用メールサーバにおいて各教職員

が用いている ID、パスワードで校内ホームページへログ

インできるよう、XOOPSのソースを改造した。（セキュ

リティ確保のため、改造の詳細は非公開。）同一の IDを

用いることで、複数の ID を各教職員に管理してもらう

という煩雑さを軽減することはできたが、新校内ホーム

ページへログインするには、メールサーバへの問い合わ

せ時間（10秒程度）を要するという欠点が残った。今後、

LDAP(Lightweight Directory Access Protocol)サーバな

どの導入によるログインの高速化と ID・パスワードの一

元管理の両立を図る必要がある。 
 
3－4－2．新校内ホームページの構成 
新校内ホームページのトップページを図 12 に示す。

２カラムのレイアウトで、左カラムにメニューを並べた。

メインメニューにはXOOPSのモジュールを利用した以

下の機能が並んでいる。 
 

・「管理者からのお知らせ」（NEWSモジュール*） 
ウィルス情報や校内ネットワークに関するお知らせな

どが掲示される。 
・「フォーラム」（NewBBモジュール*） 
旧グループウェアサーバにあった電子会議室の代替。

しかし、現時点では、電子メールによる連絡、情報交

換が定着しており、フォーラムの利用頻度は低い。 
・「施設予約」（MBRS 1.1モジュール） 
旧グループウェアサーバにあった施設予約の代替。 

・「予定表」（piCal 0.75モジュール） 
旧グループウェアサーバにあった行動予定表の代替。

初期設定の状態で予定を書き込むと、他ユーザには非

公開、登録者本人のみ閲覧可能な予定として登録され

るようソースを変更した。また、iCal形式のファイル

を出力できるので、各自の端末にあるOutlookのスケ

ジューラなどと同期させることができる。 
・「アンケート」（xoopspollモジュール*） 
簡易アンケート調査を行うことができる。 

・「ダウンロード」（mydownloadsモジュール*） 
教職員へ配布するファイルの置き場所。 

・「その他サービス」（xfsection 1.07モジュール） 
HTML の記述やファイルの添付ができるモジュール。

図書館情報センターが提供するサービスへのリンクを

はじめとした「ネットワーク関連情報」を掲載。 
 

*印の付いたモジュールはXOOPS2.0 に標準添付され

ているもの、それ以外はXOOPS公式サイト 9) などで配

布されている外部モジュールである。「管理者からのお知

らせ」や「フォーラム」には“イベント機能”が付いて

いる。この機能は、投稿があったときにその内容を電子

 
図12．教職員向け校内ホームページのトップページ

その日の予定

が表示される 

全員宛メール

＜最新５件＞

管理者からの

お知らせ 
＜最新５件＞

イベント機能

（投稿があったこと

 を通知する）

メインメニュー 

ネットワーク

関連情報 
（各種サービスへ等 

のリンク）

リンク集 

ユーザメニュー 
（アカウント情報の編集 

など各種設定を行う）



●MySQLで施設担当者のメールアドレスが保存できるよう初期設定
~/modules/mrbs/sql/mysql.sql 21行目に追加。 

e_mail      varchar(50) DEFAULT '' NOT NULL, 
 
●施設登録時の担当者メールアドレス登録フォーム 
~/modules/mrbs/admin.php 121行目に追加 

<TR><TD align=right><?php echo $vocab['e_mail'] ?>:   </TD><TD>
<input type=text name=e_mail></TD></TR> 
 
~/modules/mrbs/add.php  35行目以降に追加変更 

$e_mail_q = slashes($e_mail); 
$sql = "insert into ".$xoopsConfig["prefix"]."_mrbs_room (room_name, 

area_id, description, capacity, e_mail) 
values ('$room_name_q',$area, '$description_q',$capacity, '$e_mail_q')";

 
●メールの送信 
~/modules/mrbs/edit_entry_handler.php 178行目以下に追加

$res = sql_query("SELECT * FROM ".$xoopsConfig["prefix"]."_mrbs
_room WHERE id=$room_id"); 
    //中略 

$message = $row["e_mail"] . '様へ 以下の施設が予約されました。部屋
名：'. $row["room_name"] ; //中略 
$xoopsMailer =& getMailer(); 
$xoopsMailer->useMail(); 
$xoopsMailer->setToEmails($row["e_mail"]); 
$xoopsMailer->setFromEmail('c-joho@yonago-k.ac.jp'); 
$xoopsMailer->setFromName('校内HP施設予約システム'); 
$xoopsMailer->setSubject('校内HP施設予約['.$row["room_name"].']'); 
$xoopsMailer->setBody($message); 
$xoopsMailer->send();  

図14．予約内容通知機能の追加 
この他にも、施設情報更新用の php ファイル~/modules/mrbs/ 

edit_area_room.phpにも手を加えた。 

~/modules/mrbs/functions.incファイル内 
142行目をコメントアウトし、直後に１行追加 

//$m = strftime("%b", mktime(0, 0, 0, $i, 1, $year)); 
$m = $i . "月"; 

205行目をコメントアウトし、直後に２行追加 
//return strftime("%A", mktime(0,0,0,1,2+$daynumber,2000));
$DAYNAMEJP = array('日','月','火','水','木','金','土'); 
return $DAYNAMEJP[$daynumber]; 

 
図13．MRBS 1.1における年月日表記の日本語化 
この他にも、~/modules/mrbs/trailer.inc, ~/modules/mrbs/week. 

php, ~/modules/mrbs/day.php, ~/modules/mrbs/mincals.incの一
部にも手を加えて年月日の表記を日本語化した。 

メール等で各ユーザへ転送することで、最新情報の有無

を通知するサービスである。 
 
3－4－3．XOOPSの改造 
 XOOPS で構築したサイトは、米子高専校内ホーム

ページに合った仕様とするためにソースの改造を行った。

例えば、「施設予約」に用いたMRBS1.1には以下の改造

を施した。 
 
・米子高専の施設予約システムに合わせて日本語表示用

定義ファイル”~/modules/mrbs/lang.jp”を修正。 
・年月日を日本語表記できるようソースを改造（図13） 
・カレンダーがコンパクトに表示されるよう mrbs.css 
およびmincals.incファイル内でCSSを利用。 

・新規予約時、予約内容変更時、予約削除時に、その内 
 

 

容が各施設を管理している部署へ電子メールで通知され

る機能を追加した。（図14） 
 
４．まとめ 

PHPを用いることで、比較的簡単にウェブサイトの多

機能化と管理の効率化を実現することができた。本校の

入学志願者などが米子高専に関する情報を得ようとした

とき、ウェブサイトは貴重な情報源であるが、本校教職

員にとってその重要性を認識できる機会は少なく、更新

頻度が低いページも多い。校内ホームページについても

多機能化を図ったが、より活発な利活用のためには、今

後の機能強化とＰＲが欠かせない。 
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